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第３章 水 質 

1 ダブルウォール堰堤調整池地盤改良によるアルカリ排水の影響評価 

コンクリート工事によるアルカリ排水は、コンクリート打設時の型枠からの水分の

染み出しや、打設時の使用器具の洗浄などから発生するものが主であり、これらは現

地下流に排水することなく中和剤等で中和させる対応を行う計画である。 

ダブルウォール堰堤調整池（No.5～No.7調整池）は支持地盤強度を確保するために、

セメントを使用する地盤改良を行う計画である。 

この地盤改良は、NETIS登録*されているエルニード工法を採用する予定で、セメン

トと現地土を混合攪拌する流動化処理土を用いた基礎工法である。 

 

* NETIS登録：建新技術情報提供システム（NETIS：New Technology Information  System）で

あり、国土交通省が新技術の活用のため、新技術に関わる情報の共有及 び提供を目的として

整備したデータベースシステムである。 

 

 

資料：「スーパーラップルエルニード工法」株式会社エルニード甲信越カタログより抜粋 
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流動化処理土に含有されたセメント水が、アルカリ排水として土壌に浸潤すること

が懸念されるが、NETIS登録者より第三者試験機関にそのセメント水がどの程度土壌

に浸潤するか試験を委託した。 

以下に、その試験結果の概要を示す。 
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資料：「エルニード工法における透水試験のモデル実験 試験結果報告書」株式会社土木管理総合試

験所より抜粋 

 

試験結果報告書では、地盤改良施工後30分より、セメントによる目詰まり効果に

よって地盤改良周辺部の地盤の透水係数が、粘性土の場合10 - 4m/s、砂質土の場

合10-3m/s程度低くなり、1.00×10-0.6m/s～1.00×10-0.7m/sとなっている。 

したがって、セメント水の土壌浸潤の可能性が考えられる打設からセメント硬化ま

での間の、アルカリ排水による影響は少ないものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 


